
西
夏
紀
年
考
（
上
）

第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
二
〇

、

西

夏

紀

年

考
（
上
）

一
、
緒
　
　
　
言

二
、
元
昊
（
景
宗
）
時
代

三
、
諒
要
言
毅
宗
）
豊
代

四
、
乗
常
〔
惑
宗
）
時
代

五
、
乾
順
ハ
皇
宗
）
時
代

山田

A
．
仁
孝
（
仁
宗
）
時
代

長

部

和

雄

一
、
｝
野
望
擁
肛
改
兀
年
曲
数
の
聡
悟
1
一
改
一
兀
土
棚
銀
十
↓
ハ
年
に
｝
年
の
誤
差
あ
り
！
i
各
年
代
記
の
正
聾
晒

一
、
在
位
年
数
と
数
年
細
合
ほ
す
…
年
齢
換
算
に
擦
れ
ば
死
年
ぼ
談
謬
一
嘗
鹿
の
傍
談
…
改
元
年
数
と
在
位
年
数
の
關
係
正
踏

　
i
改
元
年
明
記
ぜ
す
一
盗
年
代
記
の
墨
黒

一
、
年
齢
の
談
謬
一
難
元
年
明
記
⑫
す
！
在
位
年
数
と
改
兀
年
数
の
關
係
正
則
…
各
年
代
記
の
正
誤

一
、
在
位
年
数
と
改
元
年
数
i
夏
國
紀
年
の
墾
則
異
例
一
難
年
代
記
悉
く
改
元
年
数
一
ケ
年
な
談
ろ
一
正
徳
元
年
以
前
の
談
謬

　
1
西
夏
官
印
の
年
號
干
支
i
乾
順
即
位
と
同
時
に
改
元

一
、
在
位
年
数
と
改
元
年
鍛
ぽ
正
則
一
夏
國
傳
に
擦
る
二
様
の
紀
年
系
列
一
改
元
の
記
載
に
悉
く
誤
謬
「
人
並
、
天
盛
、
乾

　
粘
、
昏
元
年
の
異
同
一
大
慶
四
年
の
確
禅
一
乾
祐
二
十
五
、
二
十
六
爾
年
の
不
霧
立
i
天
盛
元
年
確
定
…
宜
印
、
佛
典
の

　
年
號
干
支
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
本
號
）
　
（
以
下
次
號
）

　
　
『
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繭
、
緒
　
　
　
言

此
の
研
究
は
流
質
夏
國
傳
に
糠
る
西
夏
紀
年
の
研
究
で
あ
る
。
夏
國
一
百
九
十
除
年
間
の
紀
年
を
精
細
に
傳
へ
る
も



の
は
逸
史
夏
國
傳
上
下
が
有
力
な
る
資
料
で
あ
る
。
夏
國
に
於
て
、
初
め
て
建
元
し
、
帝
を
顯
齢
し
た
首
元
昊
以
後
、

最
後
主
睨
に
至
る
迄
、
十
代
間
の
紀
年
を
詳
に
槍
す
る
に
、
正
確
を
傳
へ
る
も
の
殆
ん
ど
棉
で
あ
る
。
第
二
代
諒
詐
、

第
三
代
乗
常
、
第
六
代
純
佑
は
略
大
誤
な
き
も
の
と
し
て
も
、
此
等
を
除
く
他
の
七
代
（
第
一
代
懸
垂
、
第
四
代
乾

順
、
第
五
代
仁
孝
、
第
七
代
安
全
、
第
入
平
癒
頂
、
第
九
代
徳
旺
、
第
十
代
睨
）
の
紀
年
は
悉
く
夏
國
傳
自
認
に
大
な
る

矛
盾
が
あ
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
宋
紀
年
と
封
照
の
上
に
、
相
合
は
な
い
析
を
多
数
桜
見
す
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
各
世
代
を
追
う
て
、
時
代
別
に
試
み
た
本
研
究
は
、
悉
く
宋
史
難
平
傳
を
中
心
に
論
述
せ
る
も
の
で
、
堀
金
の
雨
史

は
之
が
補
訂
を
施
し
た
有
力
な
る
資
料
で
あ
る
。

華
、
墨
髭
羅
の
紀
年
記
載
法
に
播
漿
・
歪
の
様
式
が
あ
・
の
で
、
豫
め
左
の
叢
を
知
っ
て
章
必
働

要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
修
史
夏
國
傳
早
世
主
の
條
は
最
初
に
年
尾
年
月
を
記
し
、
次
に
一
代
を
通
じ
て
の
事
蹟
を
連
ら
ね
、
最
後
に
改
元
年

数
．
在
位
年
数
、
殖
年
月
と
言
っ
た
風
に
、
順
を
追
う
て
記
さ
れ
て
居
る
。
今
こ
れ
等
の
年
数
、
年
月
の
相
互
蘭
係
を

見
る
に
（
一
）
在
位
年
数
と
師
位
年
、
麗
去
年
と
相
合
は
な
い
も
の
、
（
二
）
在
位
年
数
が
明
記
さ
れ
て
居
な
い
爲
に
、
即

位
年
、
麗
去
年
よ
り
こ
れ
を
決
定
す
る
に
少
か
ら
ず
傍
謹
を
要
す
る
も
の
、
（
三
）
師
事
年
、
麗
去
年
の
何
れ
か
を
敏
如

し
て
居
る
爲
に
、
在
位
年
数
よ
り
他
の
傍
謹
を
以
て
、
こ
れ
を
繹
き
出
さ
ね
ば
な
ら
訟
も
の
、
（
四
）
即
位
當
時
の
年
齢

と
、
死
去
當
時
の
年
齢
と
が
相
合
な
い
も
の
等
が
本
研
究
の
主
な
る
課
題
と
な
っ
て
居
る
。
就
中
、
最
も
注
意
す
べ
き

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
一
二



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
谷
　
第
三
號
　
　
煕
二
二

は
在
位
年
数
と
改
元
年
数
の
問
題
で
あ
る
◎
夏
幽
傳
に
在
っ
て
は
在
位
年
数
は
改
元
年
数
よ
り
常
に
一
年
多
く
な
っ
て

居
る
。
こ
れ
は
宋
紀
年
と
封
照
し
だ
結
果
、
最
も
確
實
だ
と
な
し
得
る
諒
柞
、
乗
常
．
純
佑
の
三
時
代
に
就
て
言
ひ
得

る
◎
．
こ
の
結
果
よ
り
推
し
て
、
夏
國
の
慣
例
は
作
型
當
素
直
に
改
元
せ
す
、
翌
年
初
春
の
候
は
じ
め
て
改
元
す
る
事
薫

な
れ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
、
夏
國
に
は
之
を
破
る
異
例
が
少
か
ら
ず
あ
っ
て
、
前
主
の
麗
去
年
と
後
主
の
帥

位
年
と
が
夏
國
紀
年
の
上
で
重
複
し
て
居
る
た
め
、
こ
の
黙
夏
國
の
紀
年
を
擁
す
る
者
は
甚
だ
し
く
困
惑
を
燃
す
る
所

で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
私
の
見
た
所
じ
は
、
夏
國
十
代
を
通
じ
て
、
夏
扇
傳
の
紀
年
が
明
か
に
誤
傳
で
あ
る
と
漸
定
し
た
所

も
あ
る
。
其
は
特
に
岩
城
出
土
に
係
る
事
典
の
西
夏
年
號
干
支
に
糠
つ
た
の
も
あ
り
、
或
は
西
夏
官
印
の
年
號
干
支
に
愚

母
を
求
め
て
論
黙
し
た
の
も
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
他
の
大
多
数
の
場
合
は
、
宋
遼
金
元
四
吏
及
其
他
の
書
を
併
せ
て
、

軍
な
る
文
豪
上
よ
り
考
究
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
弦
に
は
暫
定
的
な
結
果
を
報
告
し
得
た
に
過
ぎ
な
い
の
は
遺
憾
で

あ
る
。

　
絡
り
に
臨
み
、
西
夏
紀
年
を
槍
す
る
に
際
し
、
参
考
と
な
る
文
獄
を
数
種
掲
げ
て
置
く
。

　
一
、
清
、
張
鑑
、
西
夏
紀
事
本
末

　
巻
頭
の
年
表
と
本
文
三
十
六
憲
よ
り
成
る
。
年
表
は
宋
夏
雨
紀
年
を
樹
照
す
る
も
、
異
説
を
数
多
併
記
せ
る
は
、
」
、

の
書
の
大
な
る
歓
黙
に
て
、
年
表
と
し
て
の
用
を
な
さ
な
い
。

（30つ



　
二
」
清
、
李
兆
洛
、
歴
代
紀
元
編

塾
上
、
中
、
下
の
三
懇
よ
り
成
る
。
碁
上
に
は
夏
國
の
改
元
年
数
と
改
元
年
度
の
干
支
を
記
入
し
て
居
る
Q
土
中
の
紀

元
甲
子
表
に
は
宋
、
遼
，
金
．
元
、
下
五
國
の
紀
年
、
干
支
を
封
照
し
、
　
「
目
瞭
然
た
ら
し
め
て
居
る
。
共
に
塗
考
す

べ
き
丈
獄
で
は
あ
る
が
、
又
誤
謬
も
少
く
な
い
。
豊
ワ
雅
堂
叢
書
第
十
二
集
悲
牧
め
ら
れ
て
居
る
。

　
三
、
沈
嫡
震
二
十
一
史
世
譜

　
五
十
四
懇
よ
り
成
る
。
そ
の
中
紀
元
譜
難
山
に
常
語
紀
年
を
悉
く
載
録
し
て
居
る
。
こ
の
書
も
亦
誤
謬
少
し
と
し
な

い
。

四
霧
隊
亜
紀
元
裳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
西
諸
紀
元
と
東
亜
諸
國
紀
年
を
醤
照
せ
る
も
の
と
し
て
は
、
恐
ら
く
唯
一
で
あ
ら
う
。
夏
國
紀
年
は
宋
、
遼
、
金
、

元
と
封
照
せ
ら
れ
て
居
る
。
之
を
蓮
観
す
れ
ば
、
紀
元
編
、
二
十
一
史
世
譜
を
零
本
と
し
た
こ
と
想
像
に
難
く
な
い
○

こ
の
爾
者
の
談
謬
を
其
儘
踏
襲
せ
る
箇
所
も
可
な
り
の
数
に
達
す
る
Q

　
五
、
戴
錫
章
、
西
夏
紀

　
二
十
入
巻
よ
b
成
る
。
年
表
を
特
に
書
示
し
て
居
な
い
が
、
嵐
窓
に
亙
っ
て
，
宋
、
遼
、
，
金
、
元
の
紀
年
を
併
記
し

て
居
る
か
ら
、
夏
國
紀
年
を
検
討
す
る
者
に
は
好
適
の
丈
献
で
あ
る
。
前
の
四
者
に
比
し
て
、
誤
謬
の
黙
も
一
等
少
い

が
、
夏
國
紀
年
の
重
複
を
途
に
諒
解
し
得
ざ
り
し
も
の
、
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
二
三



　
　
　
颪
夏
紀
年
齢
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
二
四

　
其
他
、
部
分
的
に
夏
書
意
の
誤
謬
を
論
究
し
た
も
の
に
は
銭
大
所
諸
史
拾
遽
が
あ
る
。
亦
晶
群
西
夏
官
印
集
存
は
西

夏
官
印
の
年
號
干
支
に
篠
り
な
さ
れ
た
、
最
初
の
最
合
理
的
の
研
究
で
あ
る
が
、
惜
む
ら
《
は
夏
空
傳
其
者
を
謎
讃
せ

る
箇
所
少
く
な
い
。
近
く
は
弾
器
如
氏
西
夏
研
究
に
も
一
部
官
印
に
よ
る
研
究
を
載
せ
て
居
る
。

　
以
上
が
夏
國
紀
年
の
研
究
に
嘗
り
、
櫃
要
な
墾
考
書
で
あ
る
◎
支
那
に
は
年
代
記
の
類
は
少
く
な
い
が
、
夏
國
紀
年

を
載
せ
る
も
の
極
め
て
稀
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
凡
　
　
　
例

　
　
　
年
甕
馨
代
弩
附
添
し
て
あ
、
。
又
嚢
中
襲
用
し
露
號
左
の
通
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
夏
紀
（
西
夏
紀
）
、
本
末
（
西
夏
六
事
本
末
）
、
紀
元
（
歴
代
紀
元
編
）
、
二
十
「
史
（
二
十
一
史
世
諮
）
、
鰍
亜
（
鰍
颪
紀
元
合
表
）
、
諸
史
（
諸
史
捨
遺
）
、
集
　
6

　
　
　
存
〔
西
夏
官
印
集
荏
）
o

二
、
元
昊
時
代
醐
礎
咽
鮮
ヨ
堰
興
野
鉾
配
朋
（
在
位
年
数
十
七
年
紀
元
年
鍛
十
五
年
）

　
　
　
（
一
）
、
夏
國
傳
改
元
年
数
の
誤
謬
丁
改
元
年
数
（
十
六
年
）
に
唄
年
の
誤
差

夏
國
第
一
代
の
王
で
あ
る
元
昊
時
代
の
改
元
年
数
は
宋
史
夏
國
傳
の
記
す
所
に
媛
れ
ば
左
の
如
し
。

　
踊
兀
臼
天
以
慶
麿
八
島
牛
正
周
μ
肥
り
年
四
十
山
ハ
。
在
位
十
七
年
。
　
改
一
兀
上
篇
連
一
年
。
鷹
聡
連
二
年
Q
大
慶
こ
年
。

　
天
授
禮
法
延
柞
十
一
年
。



之
に
從
へ
ば
、
元
亨
の
改
元
年
数
（
開
蓮
元
年
－
天
授
禮
法
延
柞
十
一
年
）
は
計
十
六
年
と
な
る
も
、
宋
の
年
號
と
謝
照

レ
た
結
果
を
考
慮
す
れ
ば
、
夏
即
諾
の
西
夏
紀
年
は
一
年
の
誤
差
あ
る
も
の
、
如
く
思
は
れ
る
u
・
今
よ
り
そ
の
委
細
を

聯
か
究
め
て
測
度
い
Q
之
が
第
扁
段
と
し
て
ま
つ
最
初
に
西
夏
の
開
運
元
年
は
宋
の
何
年
に
相
當
す
る
か
を
明
か
に
し

よ
う
。
宋
史
夏
國
傳
元
昊
の
條
に
篠
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ハ
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
景
祓
元
年
。
途
連
環
慶
路
…
…
是
是
改
年
開
運
鍮
月
或
告
。
歯
石
各
敗
亡
年
限
也
。
乃
改
心
民
元
年
。
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
三
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
三
四
）

と
見
え
，
開
運
元
年
は
宋
景
肪
元
年
に
相
画
す
る
」
然
ら
ば
此
年
よ
り
元
仁
の
姐
年
吾
輩
八
年
蓬
何
年
間
を
経
た
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
年
）

と
云
ふ
に
、
正
に
十
五
年
で
あ
る
。
故
に
夏
國
傳
所
載
の
改
元
年
数
よ
り
西
夏
紀
年
は
實
際
一
年
少
い
と
見
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
．

な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
此
の
一
年
の
誤
差
は
何
慮
に
存
す
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
其
に
は
西
夏
の
廣
運
、
大
慶
、
天
授
母
法
延
鞍
壷
の
改
元
年
が
宋
の
何
年
に
相
當
せ
る
か
を
各
々
究
明
す
る
よ
り
、

他
に
道
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
夏
國
傳
元
昊
の
條
は
之
等
の
改
元
年
を
記
入
せ
る
も
、
外
事
傳
の
常
と
し
て
、
其
が
宋

の
何
年
に
當
る
か
、
極
め
て
明
瞭
を
歓
い
て
居
る
。

　
第
一
に
漕
運
元
年
に
就
い
て
考
へ
る
。
夏
國
傳
に
は
贋
運
改
元
の
こ
ど
を
全
く
記
さ
す
、
廣
民
と
混
同
せ
る
の
で
は
，

な
い
か
と
思
ふ
O

　
第
二
は
大
慶
元
年
に
就
い
て
見
る
と
、
景
紡
ニ
ヰ
の
條
最
中
に
、
ど
も
角
「
改
元
大
西
」
と
記
載
せ
る
も
、
こ
の
後
景
鮪

三
年
、
四
年
の
記
事
を
全
く
黒
き
居
る
π
め
、
こ
の
前
後
の
條
は
甚
だ
錯
雑
の
跡
有
る
も
の
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
八
巻
第
三
號
．
　
四
ご
五



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
第
三
號
　
四
二
六

故
に
私
は
こ
の
記
載
に
就
い
て
も
少
か
ら
ず
疑
問
を
抱
い
て
居
る
。

　
第
三
は
天
授
禮
心
延
酢
元
年
に
就
い
て
見
て
も
，
寳
元
元
年
の
條
中
に
「
薦
大
夏
年
號
。
天
授
禮
法
延
柞
。
」
と
見
え

る
も
甚
だ
年
代
記
事
と
し
て
直
に
確
信
を
置
き
難
い
。

　
今
假
に
之
等
を
慧
糠
と
し
て
、
改
元
年
数
の
排
列
を
改
む
れ
ば
、
開
運
一
年
、
大
慶
三
年
、
・
天
授
禮
法
延
詐
十
一
年

と
な
り
、
大
慶
が
一
年
増
加
し
、
廣
運
二
年
の
潰
滅
を
見
る
の
で
あ
る
。
だ
が
蜥
の
如
く
、
改
元
年
数
の
大
伸
縮
を
主

張
せ
ね
ば
な
ら
上
程
の
謹
左
は
先
の
夏
國
傳
の
見
場
な
る
鋼
製
の
記
事
以
外
何
物
も
無
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
り

　
併
し
乍
ら
、
開
蓮
元
年
が
宋
景
肺
元
年
に
相
當
す
る
こ
と
の
み
は
、
夏
蝉
傳
以
外
に
も
数
多
慧
糠
を
有
す
る
こ
と
で

あ
・
萱
元
昊
の
死
年
護
ら
ざ
・
饗
前
言
し
て
暑
い
姦
重
皇
儲
記
の
改
元
籔
（
宣
戦
年
華
年
誤

差
あ
る
こ
と
、
こ
、
に
断
言
す
る
こ
と
を
檸
ら
な
い
。

　
然
ら
ば
、
如
何
な
る
箇
所
に
、
こ
の
誤
謬
が
存
す
る
か
。
更
に
之
が
究
明
を
試
み
度
い
。
今
薙
に
天
授
禮
法
延
酢
元

年
が
宋
簑
元
元
年
に
贈
る
こ
と
、
轟
轟
夏
山
傳
に
も
明
記
あ
る
が
、
叉
績
資
治
蓮
鑑
長
編
賓
元
元
年
十
月
の
條
に
も
、

　
　
改
大
慶
二
年
臼
Q
天
授
禮
法
延
酢
元
年
。

と
見
え
、
こ
の
黙
は
朱
史
夏
國
傳
に
從
っ
て
之
を
正
確
と
し
て
遣
き
度
い
。
爾
長
編
景
柿
三
年
十
二
月
の
條
に
大
慶
改

元
の
年
に
就
い
て
も
、

　
　
廣
慶
三
年
日
大
慶
元
年
（
贋
慶
と
ば
農
蓮
の
誤
記
か
）



と
見
え
る
。
故
に
長
編
…
に
繋
る
こ
の
二
つ
の
改
元
年
に
從
へ
ば
改
元
年
数
は
開
運
一
年
、
廣
蓮
一
年
、
大
慶
二
年
、
天

授
禮
法
延
酢
十
一
年
、
絡
計
十
五
年
と
な
る
。

　
惟
ふ
に
、
朱
史
夏
國
傳
に
、
開
蓮
一
年
廣
運
二
年
と
記
載
す
る
も
、
私
見
を
罵
り
な
く
申
せ
ば
、
夏
國
傳
に
明
記
あ

る
如
く
、
景
茄
元
年
に
西
夏
開
運
元
年
と
改
元
し
、
月
を
瞼
え
て
－
何
日
か
は
明
記
な
い
か
ら
知
る
由
も
な
い
が
1
同

年
に
廣
民
（
或
は
廣
運
）
と
改
元
せ
る
よ
り
之
を
観
れ
ば
、
開
運
廣
蓮
通
じ
て
二
年
な
る
を
、
宋
史
夏
國
傳
は
開
運
一
年

廣
運
二
年
と
誤
傳
せ
る
も
の
と
看
微
し
無
い
。
故
に
長
編
の
改
元
年
の
記
を
聡
警
と
し
て
、
元
昊
時
代
の
改
元
年
数
を

別
圖
の
如
く
訂
正
せ
む
こ
と
を
圭
張
す
る
。
帥
ち
扇
落
の
改
元
年
数
は
十
六
年
掛
著
す
し
て
十
五
年
で
あ
る
。

　　

@　

O
）
、
桑
代
記
の
正
誤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
一
、
西
夏
紀
一
は
前
項
に
提
示
し
だ
夏
國
傳
に
記
せ
る
改
元
年
数
の
記
に
慷
っ
て
居
る
か
ら
、
超
然
一
年
の
誤
差
あ

る
儘
に
之
を
踏
襲
し
て
居
る
。
二
面
元
年
を
西
夏
改
元
濡
燕
の
年
と
し
、
同
二
年
を
廣
運
二
年
に
、
同
三
年
を
廣
運
三

年
に
、
而
し
て
同
四
年
に
相
賞
す
べ
き
西
夏
年
號
を
脱
落
し
、
琵
琶
元
年
を
天
授
構
法
延
柞
元
年
に
想
定
し
て
居
る
。

両
夏
紀
は
元
昊
以
後
各
時
代
共
、
夏
國
傳
紀
年
に
矛
盾
有
る
時
は
、
常
に
斯
の
如
一
交
面
の
膿
裁
の
み
を
巧
に
縫
合
せ

る
こ
と
、
以
下
各
時
代
の
項
に
説
け
る
如
一
で
あ
る
。

　
二
、
紀
元
編
1
は
全
く
長
編
に
下
り
、
私
の
提
示
し
た
如
き
排
列
を
な
し
て
居
る
。
之
に
從
ふ
尊
き
で
あ
る
。

　
三
、
鰍
距
紀
元
合
表
1
も
前
者
に
同
じ
。
訂
正
の
必
要
な
し
。

　
　
　
酉
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
第
三
號
　
四
二
七



　
　
　
藪
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
第
三
號
　
　
四
二
八

　
四
、
二
十
一
吏
世
譜
i
は
宋
立
夏
國
傳
の
改
元
年
数
十
六
年
に
一
年
の
誤
差
み
る
こ
と
に
は
着
工
し
て
居
る
が
、
そ

の
取
捨
を
誤
り
、
開
運
、
廣
運
通
じ
て
三
年
、
大
門
二
年
、
天
授
禮
三
下
扉
十
年
と
訂
正
し
、
却
っ
て
改
悪
を
重
ね
そ

の
謎
謬
の
度
を
塘
し
た
結
果
に
な
っ
た
。

　
五
馬
西
夏
紀
事
本
末
一
も
正
確
を
傳
へ
て
居
る
が
、
或
云
々
の
異
説
を
数
多
掲
出
せ
る
は
こ
の
書
の
特
徴
な
お
も
、

寧
ろ
年
表
と
し
て
は
歓
黙
で
め
る
つ

　
o
り
長
編
」
一
五
、
景
濡
元
年
冬
十
月
…
…
籍
私
曲
元
日
開
豆
途
月
日
人
膚
輝
石
替
敗
亡
年
號
也
乃
改
廣
運
。

　
　
・
隆
茶
†
集
ご
○
、
景
砧
元
年
遽
借
改
、
兀
㎜
囲
運
。

　
　
東
都
事
略
一
二
七
、
是
年
（
景
砧
元
年
也
）
儒
改
年
爲
開
蓮
更
日
取
蓮
）

　
働
元
正
の
在
位
年
数
＋
七
年
に
朱
明
道
元
年
な
以
て
即
位
第
一
年
と
な
ぜ
ろ
故
、
改
元
年
数
（
十
五
年
）
と
の
間
に
二
年
の
差
准
有
す
。

10321e34
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脇
堂
⊥
士
÷
矢
二
六
）

　
　
　
　
　
・
．
三
、
諒
蒔
代
醸
鞭
鍵
習
謙
馨
＋
二
月
（
在
位
年
数
二
十
年
改
元
年
数
十
九
年
）

　
　
　
　
（
一
）
、
在
位
年
数
と
死
年
相
舎
は
す
1
年
齢
の
推
算
に
擦
れ
ば
死
年
は
誤
謬
一
叢
吏
の
傍
謹
、

　
定
客
夏
國
傳
の
記
す
所
に
從
へ
ば
、
元
昊
の
長
子
諒
酢
は
慶
暦
七
年
丁
亥
二
月
六
田
を
以
て
誕
生
し
、
鍮
え
て
入
年

戊
子
正
月
帥
位
し
て
居
る
。
左
の
如
し
Q

臨訟

|
景
宗
撃
㍗
－
薩
七
年
丁
亥
二
月
謹
呈
箏
鷺
方
柔
術
璽
　
　
働

右
の
年
月
に
魅
し
て
は
、
異
説
を
見
な
い
こ
と
も
な
い
。
而
し
て
そ
の
死
馬
に
就
い
て
は
夏
國
傳
諒
詐
の
甘
藍
李
三
年

の
條
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
十
二
月
激
論
姐
。
年
二
十
一
。
在
位
二
十
年
。
改
元
硬
磁
寧
國
一
年
。
天
肪
垂
聖
三
年
σ
幅
聖
承
湛
四
年
。
額
都

　
　
山
ハ
年
○
挑
化
五
鵡
牛
。
設
日
昭
莫
白
黒
帝
。
　
云
々

と
「
見
え
て
居
る
○
之
に
就
い
て
見
れ
ば
、
諒
柞
は
慶
暦
入
年
正
月
（
…
〇
四
八
）
即
位
し
、
治
李
三
年
十
二
月
（
一
〇

六
六
）
麗
じ
て
居
る
か
ら
、
其
間
在
位
は
十
九
年
で
あ
る
。
然
る
に
夏
國
傳
は
在
位
二
十
年
と
言
っ
て
居
る
か
ら
、
こ

の
間
に
一
年
の
累
差
を
存
す
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
翻
っ
て
稽
ふ
る
に
、
十
二
月
諒
柞
姐
云
々
の
夏
國
傳
治
｝
牛

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
擁
　
　
四
二
九



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
三
〇

三
年
條
下
の
記
載
は
督
し
も
正
確
な
る
所
傳
と
は
致
し
難
い
。
何
故
な
れ
ば
、
列
傳
中
の
年
代
を
軽
質
と
す
る
に
は
、

特
に
有
力
な
る
一
驚
を
有
す
る
場
合
に
限
あ
る
＼
こ
と
を
我
々
は
熟
知
し
て
居
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
於
て

も
、
治
李
三
年
棚
下
の
糖
質
の
累
年
は
一
覧
治
卒
四
年
の
誤
記
な
る
こ
と
、
次
の
謹
左
に
糠
っ
て
朋
確
で
め
る
。
遼
吏

西
夏
外
紀
威
雍
三
年
（
宋
治
平
四
年
）
の
條
下
に
、

　
　
十
二
月
諒
詐
雷
犀
。

と
あ
る
の
み
な
ら
す
、
遼
史
溢
宗
本
紀
威
雍
三
年
十
二
月
の
三
下
に
も
、

　
　
三
月
夏
三
王
李
諒
柞
麗
。

と
見
え
て
居
り
、
宋
史
夏
國
傳
に
記
せ
る
諒
酢
の
死
票
、
治
李
三
年
＋
二
月
は
治
茜
年
＋
二
月
（
遼
威
望
三
年
）
の
誤
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

傳
な
る
こ
と
疑
な
し
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
斯
の
如
く
、
遼
史
に
徴
し
て
見
れ
ば
、
宋
申
述
國
傳
が
諒
柞
の
死
恥
を
誤
傳
せ
る
は
明
か
に
な
っ
た
が
、
宋
史
英
宗

本
紀
治
単
四
年
の
條
に
は
何
等
縛
ふ
る
所
の
無
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
長
編
は
治
不
四
年
四
月
以
降
熈
寧
三
年
三
月
迄

閾
本
に
な
っ
て
居
る
。
故
仁
こ
、
に
傍
心
を
得
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
、
在
位
年
数
と
改
元
年
数
は
趾
期

　
次
に
在
位
年
数
と
改
元
年
数
と
の
閥
係
に
就
て
一
考
し
て
見
た
い
。
夏
蝉
傳
の
明
記
に
遷
れ
ば
凝
望
時
代
の
改
元
年

は
左
記
上
段
の
如
く
で
あ
る
。



一
〇
四
九

一
〇
六
七

延
嗣
寧
國
一
「
年

天
砧
垂
聖
三
年

編
聖
承
蓮
四
年

騨
都
　
　
六
年

撲
化
　
　
五
年

　
計
　
十
九
年

皇
鮪
元
年

皇
肺
二
年
i
四
年

二
塁
五
年
－
至
和
元
年
一
土
器
－
嘉
鮪
元
年

嘉
肺
二
年
一
七
年

嘉
鮪
八
年
・
i
治
李
四
年

　
計
十
九
年

右
記
の
如
く
、
夏
野
傳
明
記
の
在
位
年
数
二
十
年
と
の
問
に
一
年
の
差
あ
る
は
夏
國
の
常
規
を
踏
む
も
の
で
あ
る
（
乾

順
仁
孝
の
項
叢
。
而
し
て
、
呈
の
高
に
亙
・
改
元
の
年
率
の
何
年
箱
回
護
か
、
夏
國
傳
諒
酢
の
條
三
働

切
明
記
せ
す
、
從
っ
て
直
接
に
之
を
知
る
山
は
な
い
が
、
夏
國
の
恒
例
に
從
っ
て
諒
詐
即
位
の
翌
年
（
宋
皇
砧
元
年
）
を

夏
國
の
延
嗣
寧
國
元
年
と
し
て
、
之
を
順
次
排
刻
す
れ
ば
右
下
段
の
如
く
で
あ
る
。
1
・
西
紀
一
〇
四
九
、
皇
肪
元
年
1

一
〇
六
七
、
治
李
四
年
。
十
九
年
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
、
建
替
傳
諒
柞
の
條
は
諒
柞
の
逐
年
を
誤
傳
せ
る
の
み
に
て
、
改
元
年
数
と
在
位
年
数
の
關
係
は
何
等

疑
義
の
籐
地
な
し
と
言
は
ね
ば
な
ら
澱
。

　
　
　
　
（
三
）
、
諸
年
代
記
の
誤
謬

　
夏
國
紀
年
を
載
せ
る
從
來
の
年
代
記
の
類
は
諒
柞
の
紀
年
を
如
何
様
に
排
列
せ
る
か
。

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
三
一



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
入
巻
第
三
號
　
西
・
三
ご
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
（
一
）
西
夏
紀
事
本
末
は
、
零
細
な
灘
を
指
摘
す
れ
ば
、
論
議
の
籐
地
な
し
と
し
な
い
が
、
ま
つ
無
難
で
あ
る
。
憲
十

九
、
二
十
に
夏
國
諒
柞
時
代
の
改
元
を
夫
々
記
し
て
あ
る
が
、
何
れ
に
慧
標
を
持
つ
も
の
か
知
ら
な
い
。

　
（
二
）
西
夏
紀
（
窓
十
二
、
十
三
）
は
完
壁
に
し
て
、
何
等
訂
補
の
要
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諒
稚
死
年
の
翌
年
）

　
（
三
）
紀
元
編
、
蹴
亜
紀
元
合
表
の
二
者
は
共
に
宋
煕
寧
元
年
（
一
〇
六
二
）
を
夏
薫
化
六
年
に
當
て
、
居
、
る
9
夏
國
傳

仁
載
せ
て
居
な
い
供
化
六
年
を
何
故
宋
煕
寧
元
年
に
比
定
し
た
か
、
解
明
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。
所
が
二
十
一
史
世
譜

を
槍
す
る
に
、

　
　
延
三
三
國
　
年
○
宋
三
夏
國
傳
、
諒
扉
嗣
位
帥
改
元
り

と
言
っ
て
居
る
。
之
を
併
せ
考
へ
れ
ば
、
青
馬
改
元
の
常
規
を
知
ら
す
、
諒
二
心
位
の
年
直
に
改
元
せ
し
も
の
と
解
七

た
る
た
め
、
十
九
年
の
改
元
年
数
は
末
年
に
至
り
、
途
に
一
年
不
足
を
告
ぐ
る
に
到
っ
て
、
叢
に
挑
化
五
年
た
み
を
六

年
に
延
長
せ
る
に
外
な
ら
な
い
Q
故
に
気
早
元
年
は
一
年
宛
繰
り
上
っ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。

　
σ
り
宋
盗
難
宗
本
祀
彩
層
八
年
夏
四
月
望
郷
猛
爆
繋
卓
子
幸
甚
爲
夏
増
歯
Q
と
見
え
全
く
夏
閣
傳
に
遠
地
一
致
し
て
居
る
が
雑
業
治
通
鍛
長
編
一
六
二
慶
暦

　
　
入
年
春
正
月
の
條
に
繋
省
既
死
三
月
諒
貫
生
と
載
ぜ
慶
暦
書
年
正
月
に
に
諒
昨
未
だ
生
れ
ざ
ろ
事
と
し
て
居
る
。
が
併
し
遼
史
興
宗
本
紀
露
煕
＋
七
年

　
　
（
宋
慶
暦
八
年
）
春
正
月
の
條
に
夏
鯉
王
李
元
昊
麗
聖
子
諒
柞
遣
三
悪
膏
と
言
っ
て
居
ろ
。
惟
ふ
に
慶
思
入
年
正
三
元
昊
麗
じ
、
三
月
に
宋
邊
に
選
使
し

　
　
て
哀
な
告
げ
、
宋
遼
よ
り
封
懇
な
受
け
し
こ
と
疑
な
し
と
さ
れ
る
。

　
②
西
夏
紀
事
本
末
、
十
九
、
二
十

　
　
皇
縮
元
年
之
條
、
是
歳
夏
改
元
延
嗣
寧
國
。
同
二
年
之
條
、
夏
改
元
天
鵜
垂
聖
。

　
　
同
五
年
之
條
、
是
歳
夏
改
元
繭
聖
承
道
．
嘉
鮪
二
年
之
條
、
是
尊
話
改
元
秘
経
。

・（　’40　1）



同
入
年
之
條
、
魁
歳
夏
改
元
換
化
。

四
、
乗
常
時
代
酷
響
咽
鉾
酸
廿
に
胴
α
耽
撤
元
年
七
月
（
在
位
年
数
二
十
年
改
元
年
数
十
九
年
）

　
　
　
　
（
一
）
、
乗
常
年
齢
の
誤
謬

　
乗
号
の
年
代
に
就
て
は
、
唯
彼
の
麗
去
當
時
の
年
齢
の
み
が
、
帥
位
桑
時
の
年
齢
よ
り
推
算
し
て
、
相
合
は
な
い
の

み
で
、
宋
三
夏
國
傳
の
紀
年
に
は
何
年
訂
正
の
要
を
認
め
な
い
。
桑
常
の
産
婦
は
夏
國
傳
薫
儲
れ
ば
、

　
　
乗
常
毅
宗
之
長
子
○
…
…
治
李
四
年
冬
帥
位
。
時
年
七
歳
。

と
見
え
、
そ
の
死
年
は
元
肪
元
年
の
條
下
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
尊
家
月
乙
丑
。
乗
常
盈
。
時
速
三
十
六
。
在
位
二
十
年
。
改
元
乾
滋
二
年
。
天
賜
画
業
三
井
五
年
。
大
安
十
一
年
。

　
　
天
安
禮
定
一
年
。
云
云

と
あ
う
、
七
歳
に
し
て
革
張
四
年
（
一
〇
六
七
）
帥
位
し
、
在
位
二
十
年
を
経
れ
ば
死
去
當
時
の
年
齢
は
正
に
元
砧
元
年

（一

Z
入
館
）
に
於
て
、
二
十
六
歳
で
な
く
て
は
な
ら
澱
。
右
引
用
文
中
に
三
十
六
歳
と
記
せ
る
は
明
か
に
二
十
六
歳
の

誤
記
な
る
こ
と
論
を
侯
た
な
い
。
因
に
付
差
の
即
位
年
姐
年
に
關
し
て
は
数
多
傍
謹
を
有
す
る
か
ら
注
解
を
墾
照
さ
れ

こ
、
㍉

染
」
し

　
　
　
　
（
二
）
、
在
位
年
数
と
改
元
年
数
は
正
則

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
三
銃
　
　
四
三
三

（41）



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
三
四

　
次
に
在
位
年
数
と
改
元
年
数
と
の
團
係
を
見
よ
う
。
密
話
傳
字
音
の
條
は
諒
稚
　
の
條
と
同
様
、
改
元
の
年
を
一
切
明

記
し
て
居
な
い
が
、
夏
痩
の
恒
例
に
從
っ
て
難
色
部
位
の
翌
年
（
常
事
元
年
）
を
以
て
乾
蓮
元
年
と
し
、
以
下
順
次
に
之

を
排
列
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
〇
ム
び
八
乾
肱
泡
二
　
　
赴
干

　
　
　
麟
墾
年

　
　
　
大
安
十
一
年

δ
三
六
難
一
年

三
三
元
年
1
一
二
年

同
三
年
一
七
年

同
　
入
年
一
元
豊
八
年

元
肺
元
年

　
　
　
　
　
計
　
十
九
年

（　d・．）　）

　
斯
の
如
く
、
十
九
年
の
改
元
年
数
は
温
位
の
翌
年
（
煕
寧
元
年
）
よ
り
死
群
論
（
元
詰
元
年
）
の
十
九
ヶ
年
間
に
完
全
に

排
列
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
改
元
年
数
の
十
九
年
は
在
位
年
数
二
十
年
と
の
間
に
一
年
の
差
を
有
し
、
全
く
夏

國
紀
年
の
型
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
三
）
、
各
年
代
記
の
正
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
一
、
西
夏
遂
事
本
末
年
表
は
ま
つ
難
黙
を
見
出
し
得
な
い
。
本
文
懇
二
十
三
、
四
、
六
を
槍
す
れ
ば
、
常
乗
時
代

改
元
の
年
を
載
せ
て
居
る
の
は
諒
酢
時
代
と
同
模
で
め
る
が
、
こ
れ
亦
那
邊
に
愚
母
を
有
す
る
も
の
か
、
知
る
由
も
な

い
Q



　
二
、
西
夏
紀
は
前
代
諒
酢
時
代
と
共
に
完
蟹
に
し
て
、
毫
も
補
訂
の
要
を
見
な
い
。

　
三
、
紀
元
編
、
欧
亜
紀
元
合
表
は
夏
國
傳
の
紀
年
と
可
な
り
相
違
・
を
登
翻
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
乾
道
元
年
を
～
年

邊
ら
し
煕
寧
二
年
に
常
て
、
從
っ
て
大
安
年
間
十
一
年
た
る
を
十
年
と
し
て
、
末
年
を
合
し
て
居
る
。
故
に
改
元
年
数
は

一
年
縮
少
さ
れ
て
居
る
○
之
は
諒
酢
の
末
年
を
薫
化
六
年
と
し
、
煕
寧
元
年
を
以
て
之
に
當
て
だ
る
爲
に
外
な
ら
な
い
。

　
四
、
二
十
一
史
世
譜
の
改
元
年
数
の
排
列
は
正
當
で
あ
る
が
、

　
　
恵
宗
李
乗
常
○
元
年
戊
申
紳
宗
煕
寧
元
年
○
在
位
十
九
年
Q

　
　
　
　
　
　
●

と
・
言
っ
て
、
改
元
年
数
と
在
位
年
数
を
混
同
し
て
居
る
の
は
逡
憾
で
あ
る
。

　
　
の
即
　
位

　
　
来
岸
本
祀
．
古
史
本
紀
に
ば
明
記
な
け
れ
ど
も
夫
に
聯
宗
本
紀
煕
鱗
元
年
十
二
月
成
擁
四
年
二
月
の
際
に
乗
降
の
名
見
え
る
。
長
編
ぽ
閲
本
。

　
　
　
麗
　
去

　
　
長
編
三
八
二
元
諮
元
年
秋
七
月
乙
丑
夏
國
主
乗
常
卒
。

　
　
　
遼
幾
氾
案
襲
安
二
年
（
元
祐
元
年
）
冬
＋
早
亥
餐
璽
嚢
纂
。

　
　
　
遣
使
云
云
。
同
西
夏
外
紀
大
安
二
年
十
月
聚
常
亮
遣
使
云
云
。

　
　
宋
血
哲
宗
本
紀
元
砧
元
年
七
月
乙
聾
夏
國
主
粟
常
卒
Q

　
　
②
西
夏
紀
事
本
・
密
小
巷
二
十
∴
ご
、
二
十
鮒
、
一
エ
ー
上
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
煕
寧
元
年
之
條
麸
年
改
元
止
立
Q
同
三
年
之
立
夏
改
元
天
賜
両
三
國
慶
。
同
八
年
之
條
改
元
大
安
。
元
二
元
年
之
條
是
年
改
元
天
安
禮
定
。

　
　
㈲
諒
柞
、
乗
常
時
代
に
於
け
る
齎
改
元
年
ぱ
悉
く
各
年
の
條
末
に
附
詑
ぜ
ろ
よ
り
推
し
て
、
西
夏
紀
事
本
説
撰
丁
張
氏
が
夏
謙
徳
に
よ
り
之
等
た
随
降
算

　
　
　
出
し
て
條
末
に
附
記
し
六
と
思
に
れ
る
。

　
　
　
要
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
三
五

（43）
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八七

十
年

十
一
年

大
　
安
十
年

（
紀
元
編
、
敵
亜
）

鰯　
丙
寅

王

元
砧
元

蔽
厳
元
年

　
　
　
　
　
　
五
、
乾
順
時
代
三
鼎
篇
目
紹
興
九
年
秀
（
悪
意
い
暮
羅
Y

　
　
　
　
（
一
）
、
在
位
年
数
と
改
元
年
数
一
夏
國
紀
年
の
異
例
養
則

　
宋
史
夏
國
傳
乾
順
の
條
は
諒
扉
、
乗
常
に
比
し
、
紀
年
記
載
の
趣
を
大
い
に
異
に
し
、
夏
國
の
常
規
を
失
し
た
最
初

の
例
で
あ
る
。
夏
型
傳
正
規
の
紀
年
記
載
法
を
考
ふ
る
に
、
既
に
序
説
に
於
て
も
前
言
し
た
如
く
、
各
署
主
の
條
は
悉

く
條
末
に
一
代
の
在
位
年
数
と
各
改
元
年
数
と
を
明
細
に
記
入
し
て
爾
者
が
一
致
し
て
居
な
い
。
，
左
に
乾
順
の
條
を
揚
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

げ
る
に
、

　
　
　
（
紹
興
九
年
之
條
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
o
o
o
o
o

　
　
六
月
四
日
乾
順
死
。
年
五
十
七
。
在
位
五
十
四
年
。
改
元
天
儀
治
李
四
年
。
天
訪
民
安
入
管
Q
永
安
三

　
　
年
。
貞
親
十
三
年
。
雍
寧
五
年
。
元
徳
千
年
。
正
徳
八
年
。
大
徳
五
年
。

と
載
せ
ら
れ
、
乾
順
在
位
の
年
数
は
五
十
四
年
と
明
記
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
こ
の
五
十
四
な
る
年
数
は
天
儀
治
李
元

年
よ
り
大
徳
五
年
に
至
る
改
元
年
数
の
総
和
た
る
五
十
四
年
と
全
く
一
致
す
る
。
こ
の
黙
乾
順
の
紀
年
が
母
方
正
規
の

紀
年
と
異
な
れ
る
所
以
で
あ
る
Q

　
　
　
　
（
二
）
、
各
年
代
記
改
元
年
数
一
ゲ
年
を
誤
る
－
正
徳
元
年
以
前
の
誤
謬

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
三
七



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
三
入

　
さ
れ
ば
、
從
來
の
年
代
記
は
、
乾
順
の
紀
年
を
正
則
の
場
合
と
極
微
し
、
改
元
年
数
を
一
年
短
縮
せ
る
爲
、
乾
順
「

代
の
紀
年
系
列
は
蔑
々
た
る
愛
読
を
生
じ
て
居
る
。
私
の
参
照
し
た
諸
年
代
記
の
類
は
逆
軍
の
恒
例
に
よ
り
、
即
位
翌

年
に
改
元
あ
ゆ
し
も
の
と
し
て
之
を
排
捜
せ
る
た
め
．
乾
順
一
代
を
通
じ
て
軍
規
紀
年
は
一
年
宛
遽
れ
て
居
る
。
茜
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
り

紀
事
本
末
．
紀
元
編
，
二
十
一
史
世
譜
．
隊
豊
紀
元
合
表
、
西
堺
紀
等
悉
く
皆
然
り
で
あ
る
。
以
上
の
諸
書
は
総
て
夏

國
傳
の
明
記
に
よ
れ
ば
元
穗
入
漁
た
る
を
七
年
を
以
て
止
め
．
薙
に
一
年
を
短
縮
し
て
居
る
。
而
し
て
、
こ
の
錯
誤
が

正
徳
元
年
以
前
に
存
す
る
こ
と
も
、
次
に
表
示
す
る
謹
左
に
依
り
明
か
で
あ
る
。
其
は
宋
・
史
夏
國
傳
乾
順
の
條
に
正
徳

大
徳
翌
年
の
改
元
を
明
記
し
、
之
に
糠
っ
て
宋
夏
神
里
の
紀
年
を
甥
照
す
れ
ば
正
徳
元
年
以
後
に
は
些
か
も
不
都
合
な

攣
生
じ
な
い
。
（
騨
表
多
照
）
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
醐

　
　
○
丁
未
乾
徳
改
元
正
穂
。
時
建
炎
元
年
也
。
（
軽
侮
’
μ
乾
順
の
誤
託
な
ら
む
）

　
　
〇
五
年
乾
順
改
元
大
徳
。
（
五
年
と
に
紹
興
五
年
也
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

爾
大
徳
乙
卯
元
年
の
官
印
に
糠
っ
て
も
前
記
正
徳
大
徳
の
爾
改
元
の
記
の
誤
ら
ざ
る
は
自
明
で
め
る
Q
他
に
正
徳
壬
子

六
年
も
西
夏
字
書
の
蹟
に
よ
り
明
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
バ
三
）
、
西
夏
官
印
の
年
號
干
支

　
別
圖
表
に
示
し
て
明
か
な
・
如
く
、
從
來
の
諸
年
代
記
は
乾
順
帥
位
の
翌
年
（
宋
元
鮪
元
年
）
を
以
て
夏
國
天
儀
治
卒
元

年
に
擬
し
、
之
を
基
準
と
し
て
正
徳
元
年
に
至
る
迄
の
改
元
年
を
排
列
せ
る
爲
、
此
間
常
に
一
年
宛
上
れ
て
居
る
。
拐



て
、
こ
の
一
年
の
誤
差
を
考
定
す
る
に
足
る
慧
糠
を
今
弦
に
提
出
す
る
こ
と
を
得
る
の
は
最
も
折
快
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
其
の
一
は
彼
の
有
名
な
涼
州
戚
恋
塔
碑
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
こ
の
碑
文
は
漢
文
、
西
夏
文
の
爾
面
よ
り
成
っ
て
居

り
、
天
弾
㈱
民
安
五
年
臨
威
次
甲
戌
な
る
一
笛
が
漢
文
に
一
ケ
所
、
西
夏
文
に
二
ヶ
所
と
、
天
砧
民
安
心
癸
酉
四
年
二
月
∵
†
二

臼
な
る
…
飾
が
西
夏
文
に
…
ケ
所
存
す
る
。
之
を
宋
の
紀
年
に
醤
照
す
れ
ば
次
の
如
し
。

　
　
　
癸
酉
　
宋
元
肪
入
年
　
　
夏
天
蕨
民
安
四
年

　
　
　
甲
戌
　
　
紹
聖
元
年
　
　
　
　
　
　
　
五
年

　
然
る
に
、
從
來
の
年
代
記
ほ
天
蓋
民
安
四
年
、
五
年
を
天
々
一
年
冤
遅
ら
し
、
各
々
紹
嬰
元
年
、
二
年
に
擬
し
て
居

・
．
竿
竪
紀
要
表
の
恕
は
そ
の
評
し
一
の
に
て
、
書
と
馨
べ
き
箇
露
ど
稀
で
あ
魍
　
働

　
其
の
二
は
貞
観
年
間
の
官
印
数
種
獲
見
さ
れ
し
に
古
る
も
の
で
あ
る
。
（
羅
氏
西
夏
官
印
集
存
所
論
）

　
　
　
貞
槻
壬
午
二
　
年
　
　
　
宋
崇
寧
元
年

　
　
　
貞
観
癸
未
三
　
年
　
　
　
　
　

二
年

　
　
　
貞
親
辛
卯
十
一
年
　
　

政
和
元
年

　
　
　
貞
槻
壬
辰
十
二
年
　
　
　
　
　
　
二
年

右
の
上
段
は
官
印
の
年
號
干
支
で
あ
り
、
下
段
は
宋
年
號
を
示
し
た
む
の
で
あ
る
。
然
る
に
諸
種
の
年
代
記
は
何
れ
も

一
年
宛
蓬
ら
し
て
居
る
。
（
阿
表
参
照
）

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巷
　
第
三
號
　
　
四
三
九



　
　
　
西
夏
紀
年
考
ハ
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
〇

　
　
　
　
（
四
）
、
乾
順
即
位
と
同
時
に
改
元

　
抑
諸
種
の
年
代
記
が
夏
國
傳
の
紀
年
を
誤
讃
し
、
乾
順
時
代
に
於
て
も
夏
國
の
常
規
通
り
に
從
っ
て
各
改
元
年
数
を

排
刎
せ
し
は
殆
ん
ど
露
塵
傳
に
改
元
の
記
を
敏
く
に
起
因
し
て
居
り
、
そ
の
結
果
天
儀
治
雫
、
天
骨
民
安
、
永
安
、
貞

槻
、
雍
寧
、
元
徳
の
六
年
代
は
各
宋
紀
年
と
封
照
す
れ
ば
「
年
宛
邊
れ
て
居
る
。
然
れ
ど
も
前
節
に
訂
正
せ
る
干
支
年

號
に
擦
っ
て
乾
順
最
初
の
改
元
た
る
天
儀
治
李
元
年
を
繰
れ
ば
宋
塩
鮪
元
年
、
師
ち
師
位
の
年
に
走
る
。

　
斯
の
如
く
乾
順
は
先
代
の
遣
法
を
破
っ
て
帥
位
の
重
器
に
改
元
し
π
の
で
あ
る
。
故
に
天
儀
治
李
元
年
は
乗
常
の
麗

去
年
天
安
随
想
元
年
で
あ
り
、
夏
霞
傳
紀
年
は
こ
、
に
一
ヶ
年
重
複
し
て
居
る
。
或
は
疑
ふ
に
乾
順
の
嗣
古
年
に
誤
謬

を
苦
る
の
で
は
な
い
か
。
夏
全
等
に
傳
ふ
る
旛
の
嗣
位
集
払
腰
元
年
）
に
就
い
て
凄
味
し
て
丸
亀
夏
國
働

傳
に
回
れ
ば
、

　
　
○
秋
七
月
乙
丑
薬
常
姐
、
（
乗
常
の
條
）

　
　
○
乾
順
恵
宗
之
長
子
也
…
…
三
歳
郎
位
元
蕨
元
年
十
月
以
父
棒
遣
使
…
…
（
乾
順
の
條
）

と
載
せ
、
乏
を
宋
史
哲
宗
本
紀
に
徴
す
れ
ば
、

　
　
元
砧
元
年
三
十
月
乙
丑
。
華
墨
主
乗
常
卒
。
冬
十
月
壬
辰
。
夏
人
車
告
哀
。

　
　
　
．
二
年
春
正
月
乙
丑
。
三
乗
常
子
乾
順
。
中
夏
國
主
。

ど
見
え
る
。
爾
之
を
旧
史
遊
宗
本
紀
大
安
二
年
（
宋
元
砧
元
年
）
の
條
に
就
℃
見
れ
ば
、



　
　
大
安
二
年
冬
＋
月
丁
亥
。
以
夏
國
王
李
乗
常
麗
遣
使
。
詔
草
子
乾
順
知
鵬
翼
。

と
記
し
、
又
遼
史
西
夏
外
紀
に
は
大
安
二
年
の
條
に
、

　
　
二
年
十
月
。
乗
常
麗
遣
使
詔
其
子
乾
順
。
知
國
事
。

と
あ
る
外
績
資
治
蓮
鑑
長
編
三
入
二
に
も
、

　
　
元
柿
元
年
秋
七
月
乗
常
卒
。

と
載
せ
て
居
る
。

　
是
等
に
由
っ
て
窺
れ
ば
乗
常
の
死
は
宋
元
紡
元
年
（
遼
大
安
二
年
）
七
月
（
遼
宋
は
十
月
）
で
あ
り
、
從
っ
て
之
に
次
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

乾
順
の
三
位
も
同
年
同
月
と
着
倣
す
可
き
で
あ
ら
う
。
西
夏
紀
は
之
に
就
き
特
に
一
家
の
言
を
成
し
て
居
る
。

　
　
の
今
試
み
に
一
例
を
西
夏
紀
に
と
れ
ば
、
西
夏
紀
事
本
撮
棒
．
覇
者
に
元
徳
八
年
た
抹
泄
ゼ
う
に
反
し
、
之
ば
元
徳
入
年
た
掲
田
ぜ
る
代
り
に
正
徳
元
年
為

　
　
　
元
徳
入
年
に
重
複
ぜ
し
め
、
丈
面
に
極
め
て
急
雷
で
あ
ろ
。
こ
の
年
郎
ち
南
宋
建
炎
元
年
で
あ
ろ
Q
存
し
て
二
面
ご
看
た
以
て
嚥
徳
二
年
目
し
て
拐
田

　
　
　
し
て
居
る
。

②
羅
氏
西
蕃
星
存
。
＋
三
。
大
徳
乙
那
元
年
。
難
轟
轟
賜
叢
叢
藻
擁
鎌

　
　
㈹
感
縢
塔
碑
文
に
遠
く
同
。
【
琶
巨
9
口
身
丁
掛
甑
9
門
…
。
ロ
o
o
9
。
曙
に
於
て
資
表
さ
れ
点
る
も
今
回
ほ
西
夏
丈
專
號
に
羅
爾
成
氏
の
校
錐
ぜ
し
も
の
に
襟
つ

　
　
　
索
。

　
㈹
鰍
粥
占
元
合
表
ば
天
儀
治
畢
四
年
六
う
な
三
年
と
し
、
天
酷
寒
安
産
年
蔑
ろ
た
九
年
と
す
る
た
始
め
元
徳
隔
年
を
十
年
、
大
徳
五
年
．
為
．
四
年
と
す
る
等

　
　
全
く
批
判
の
限
り
で
に
な
い
。

　
㈲
西
夏
紀
巻
十
九
初
頭
に
乾
順
即
位
の
顛
末
を
記
し
て
曰
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
酉
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
四
「

（49）



　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
八
巻
　
第
三
號
　
　
四
四
二

　
崇
宗
聖
武
塁
帝
李
蛇
瀬
懇
宗
聚
常
予
也
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
天
安
禮
定
二
年
七
月
嗣
位
改
明
年
爲
天
儀
治
亭
元
年
。

天
安
出
定
元
年
に
講
元
誌
元
年
に
相
古
し
、
乗
常
の
最
末
年
力
る
票
夏
鳶
傳
に
よ
り
明
か
で
あ
ろ
。
さ
れ
ば
天
安
量
定
二
年
と
云
ふ
如
き
に
全
然
夏
顯

に
面
立
し
得
な
い
年
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
伽
ふ
る
に
明
年
敗
元
と
言
へ
る
に
、
よ
く
一
西
夏
認
に
無
根
の
虚
言
た
構
へ
る
も
の
で
あ
ろ
。

1086

己戊
卯寅

乙甲癸　辛庚
亥戌酉　未午

了丙
卯寅

　　元　　　 紹　　　　　　　 元

　　符　　 聖　　　　　　茜三二元四三ご元八七六五四三ご兀
　　永　　　　　　　畏天　　　泊天
　　安　　　　　　　安藤　　　挙儀
三二元八七六五四三こ二元四三二元
年年年年年年年年年年年年年年年

治天治天聴天

引犠李儀定安

天
・
砧

民
　
安

元元三兀

年
ハ
歓
亜
）

年
（
穣
姦
貌
艶
兀
、
）

年
（
鰍
亜
）

年
（
本
末
、
夏
紀
、
紀
元
、
二
十
一
史
）

◎
天
瀟
民
安
醸
四
年
（
感
浄
土
）

◎
藷
暴
葦
嚢
畏
（
惑
慮
塔
）

び

永
安
　
元
年
（
本
末
、
夏
紀
、
紀
元
．
二
十
一
史
、
緻
亜
）

乙甲　 壬辛
未午　 辰卯

丁丙
亥戊

癸壬辛
未午巳

　　　　政　　　尊崇　　　崇靖建
　　　　利　　　 観寧　　　 寧國申

：五四三二元四三二国玉：四三二元元
　雍　　　　　　　 貞　　　　 貞

　寧　　　　　　　魏　　　　槻
二　十十十十九入麺六五四三ご元
　フ9二＿一一
年年年年年年年年年年年年年年年

◎
領
謬
（
官
印
）
轟
（
諜
、
譲
頬
鰭
映
）

◎
貞
魏
癸
未
三
年
（
官
印
）

◎
貞
魏
辛
卯
十
一
年
（
官
印
）

◎
貞
槻
壬
旋
十
二
年
（
官
印
）

雍
箪
　
元
年
（
本
宋
、
夏
紀
、
紀
元
二
十
一
更
、
鰍
亜
）

（　oro　）



庚己戊
子亥戌

l127・　i126

丁　丙

宋午
　
六

　
七

重
鞠
元

宣
和
元

　
二

　
三

　
四

　
六

　
七

靖
醜
元

建
炎
元

雍
箏
三

　
四

　
五

元
徳
元

元
徳
入

元
徳
元元入七六五四三二元五四三
年年年年年年年年年年年年

元
徳

兀

元
年
（
本
末
、
夏
紀
、
紀
元
、
二
十
一
史
、
殴
亜
）

徳
七
年
（
本
末
、
夏
紀
、
紀
元
、
二
十
一
史
、
隊
亜
）

戊
申

1135

丙乙
辰1罪

l139　l138

己戊
．未午

　
二

　
三

　
四

紹
興
元

　
二

　
三

　
四

紹
興
六

　
七

　
入

　
九

大
徳
元

　
二

　
三

　
．
四

　
五五四三二元入七六五四三二
年年年年年年年年年年年年

◎
大
室
夘
元
年
（
官
印
）

大
節
籍
甚
卒
（
聾

，

（51）

　
　
　
　
六
、
仁
孝
時
代
醜
韻
勉
蝿
獣
畑
口
頼
照
姻
詐
九
月
（
在
位
年
数
五
十
五
年
改
元
年
数
五
十
四
年
）

　
　
　
（
一
）
、
在
位
年
数
と
改
元
年
数
は
正
則

宋
史
夏
國
傳
仁
孝
の
條
末
尾
に
示
さ
れ
た
る
仁
孝
一
代
の
改
元
年
数
及
在
位
年
数
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
紹
煕
四
年
九
月
二
十
日
仁
孝
姐
。
年
七
十
。
在
位
五
十
五
年
。
改
元
大
慶
四
年
。
人
慶
五
年
。
天
盛
二
十

　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
三



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
四

　
　
一
年
。
乾
鮪
二
十
四
年
。

右
に
よ
り
、
改
元
年
数
の
総
和
を
採
る
に
、
大
慶
四
年
、
甫
嶺
五
年
、
天
盛
二
十
一
年
置
乾
訪
二
十
四
年
を
総
計
す
れ

ば
五
十
四
年
と
成
る
。
而
し
て
こ
の
改
元
年
数
は
右
引
用
文
中
に
明
記
さ
れ
た
る
在
位
年
数
五
十
五
年
と
の
間
に
一
年

の
差
あ
る
は
、
夏
國
紀
年
の
常
規
を
踏
む
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
黙
に
就
い
て
は
、
軽
羅
既
も
夙
に
平
心
を
持
つ
だ
と
見
え
、
諸
史
捨
遺
（
漕
研
堂
全
集
所
載
）
の
宋
史
夏
國
傳
の

條
に
於
て
左
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
　
傳
所
書
在
位
之
年
数
。
較
改
元
之
牛
Q
毎
多
一
歩
。
蓋
並
嗣
位
之
歳
。
計
之
。

銭
斎
の
所
説
の
聖
歪
夏
國
傳
に
於
置
二
代
の
葉
に
嘗
て
塗
仁
孝
の
條
に
見
る
辛
き
葦
の
諾

差
が
在
位
年
数
と
改
元
年
数
と
の
間
に
生
じ
て
居
る
事
、
既
に
諒
酢
、
乗
常
の
項
に
説
述
し
た
所
で
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
、
二
様
の
紀
年
系
列

　
籾
て
仁
孝
時
代
の
西
夏
紀
年
に
就
い
て
最
も
肝
要
な
る
問
題
は
西
夏
改
元
年
を
宋
紀
年
に
甥
照
し
た
際
の
異
同
で
あ

る
。
前
條
に
引
用
せ
し
如
く
、
宋
史
夏
國
傳
に
明
記
さ
れ
た
る
西
夏
各
改
元
年
数
は
左
の
如
し
。

　
（
第
　
｝
式
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
大
慶
四
年
　
入
慶
五
年
　
天
盛
二
十
｝
年

　
　
乾
鮪
二
十
四
年
　
　
　
　
計
　
五
十
四
年



然
る
に
、
仁
孝
の
紀
年
は
、
同
じ
く
朱
史
夏
國
傳
に
篠
っ
て
、
今
｝
つ
の
排
列
法
が
得
ら
れ
る
。
其
は
夏
声
遣
仁
孝
條

中
に
散
見
せ
る
改
元
の
記
事
に
留
る
も
の
で
あ
る
。
今
仁
孝
條
中
に
於
て
改
元
に
爾
す
る
部
分
を
撫
へ
ば
左
の
如
↑
で

あ
る
。

　
　
四
行
目
十
年
夏
改
元
大
慶
　
（
十
年
と
は
紹
興
十
年
な
り
）

　
　
七
　
行
　
目
　
十
三
年
夏
改
元
人
平
　
（
十
三
年
と
は
紹
興
十
三
年
な
り
）

　
　
十
’
行
　
臼
　
十
七
年
改
元
天
盛
　
　
（
十
七
年
と
は
紹
興
十
七
年
な
り
）

　
　
二
十
四
行
目
　
四
年
夏
改
元
乾
紡
　
　
（
四
年
と
は
乾
撹
四
年
忌
り
）

右
の
記
す
所
に
奮
う
、
之
を
宋
側
の
紀
年
に
照
合
し
、
西
夏
各
自
號
の
面
面
年
数
を
算
出
す
れ
ば
左
の
如
し
。

　
（
第
　
二
　
式
）

　
　
大
慶
三
年
　
入
慶
四
年
　
天
盛
こ
十
一
年

　
　
一
乾
稲
こ
十
山
ハ
年
　
　
　
　
　
　
｛
計
　
　
五
十
四
年

以
上
工
機
の
紀
年
排
列
法
を
見
れ
ば
、
総
計
何
れ
も
五
十
四
年
で
あ
る
が
、
第
二
式
は
大
慶
、
入
慶
各
一
年
宛
減
じ
、

乾
蕨
に
於
て
二
年
風
薬
し
て
居
る
。
銭
氏
諸
嬢
拾
遣
も
、
こ
の
二
様
の
記
事
に
重
て
、
爾
者
を
比
較
し
、
左
の
如
く
言

っ
て
居
る
。

　
　
案
夏
諸
宗
改
元
。
當
中
朝
何
年
。
本
仁
多
略
。
而
不
言
。
猫
叙
仁
孝
事
云
。
紹
興
十
年
改
元
大
慶
。
十

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
四
五

（53）



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
囚
四
六

　
　
三
年
改
元
人
望
。
十
七
年
。
改
元
天
盛
。
乾
町
四
年
。
改
元
乾
肺
。
紹
煕
四
年
。
仁
孝
姐
。
然
則
大
慶
實

　
　
三
年
Q
入
慶
實
四
年
。
乾
肺
實
二
十
六
年
。
唯
天
盛
二
十
一
年
不
誤
耳
。
と
。

叉
載
錫
章
氏
西
夏
紀
は
銭
氏
の
説
を
評
し
て
、
左
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
　
錫
晶
群
。
從
銭
説
。
剛
癒
縮
短
大
竿
入
慶
各
一
年
。
延
長
論
難
二
年
○
輿
史
四
書
改
元
合
。
而
與
総
載
年
数
不
合
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
五
V

と
記
し
て
居
る
。
錫
章
の
云
ふ
総
載
年
数
と
不
合
と
言
へ
る
は
在
位
年
数
（
五
十
五
年
）
と
改
元
年
数
（
五
拾
四
年
）
と
が

相
違
せ
る
を
指
摘
す
る
に
外
な
ら
す
一
こ
の
黙
西
夏
紀
は
絡
巻
に
至
る
迄
改
元
年
数
と
在
位
年
数
の
二
者
を
理
解
し
居

ら
ざ
る
如
一
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
更
に
李
兆
洛
歴
代
紀
元
編
（
嬉
雅
堂
叢
書
所
牧
）
に
撚
れ
ば
、

　
　
大
慶
記
未
　
入
園
珊
子
　
天
盛
記
十
二
　
乾
紡
埠
柳
三
　
　
　
　
　
（
計
五
十
五
年
雌
離
聯
緻
同
数
）

で
あ
っ
て
、
右
下
に
示
せ
る
干
支
は
改
元
年
の
干
支
で
あ
り
、
左
下
に
示
せ
る
数
字
は
空
言
年
数
を
表
示
す
る
も
の
で

あ
る
。
西
夏
紀
は
又
之
を
評
し
て
日
ふ
．

　
．
李
氏
紀
元
編
。
則
與
吏
載
年
数
不
合
者
三
。
僅
人
慶
年
数
縮
合
。

と
言
っ
て
居
り
、
史
と
は
夏
芝
傳
の
意
に
し
て
、
私
の
言
ふ
第
一
式
の
紀
年
に
て
入
慶
五
年
の
み
が
之
と
相
合
ふ
と
云

ふ
意
昧
に
他
な
ら
な
い
o



　
因
に
欧
亜
紀
元
合
表
は
全
く
紀
元
編
に
同
じ
で
あ
う
、
二
十
一
史
世
譜
は
私
の
云
ふ
第
二
式
、
諸
藩
拾
遺
と
同
様
で

あ
る
。

　
以
上
は
宋
三
夏
國
傳
に
糠
っ
て
得
ら
れ
る
二
様
の
紀
年
と
、
之
が
補
訂
を
試
み
た
年
代
記
の
二
三
を
紹
介
し
た
。
上

の
如
き
第
一
式
第
二
式
雨
様
の
紀
牛
に
就
い
て
、
各
改
元
年
の
排
列
の
可
否
を
槍
討
す
る
に
先
立
ち
、
こ
の
二
様
の
紀

年
排
刻
法
に
從
っ
て
生
じ
た
夫
々
異
れ
る
四
度
の
改
元
年
の
異
同
を
明
に
し
て
置
き
た
い
。

　
討
て
第
二
式
の
紀
年
系
列
に
在
っ
て
は
、
夏
野
傳
に
改
元
の
年
が
宋
の
年
號
に
て
明
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
之
に
篠

っ
て
立
論
す
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
第
一
式
に
在
っ
て
は
夏
雲
の
常
規
淀
る
帥
位
翌
年
の
改
元
を
墓
誌
と
し
て
、
“
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

次
以
下
の
改
元
年
一
人
慶
以
下
乾
砧
迄
1
を
算
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
（
三
）
、
人
慶
、
天
盛
、
乾
茄
一
三
改
元
年
の
異
同

　
宋
史
早
書
傳
の
所
載
に
薫
れ
ば
、
仁
孝
帥
位
の
翌
年
紹
興
十
年
改
元
し
て
大
慶
元
年
と
し
て
居
る
。
左
の
如
し
Q

　
　
仁
孝
崇
宗
長
子
也
Q
紹
興
九
年
六
月
。
崇
宗
姐
即
位
。
…
…
十
年
夏
改
元
大
慶
。

仁
孝
法
制
の
最
初
年
た
る
大
慶
元
年
を
紹
二
十
年
に
欝
比
せ
し
め
る
こ
と
は
第
一
式
第
二
式
共
に
一
致
し
て
居
る
Q
唯

李
氏
紀
元
編
、
欧
亜
紀
元
合
表
の
み
は
紹
興
九
年
癸
未
i
師
平
年
i
に
醤
比
せ
し
め
て
居
る
。
張
氏
振
事
本
末
」
戴
氏

西
夏
紀
、
沈
氏
二
十
7
史
世
譜
は
素
馨
傳
に
同
じ
く
、
紹
興
十
年
を
以
て
撃
て
、
居
る
。

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
八
魯
第
三
號
　
四
四
七



　
　
　
酉
夏
紀
年
鑑
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
八

　
次
に
λ
慶
元
年
を
稽
ふ
る
に
、
第
一
式
に
擦
れ
ば
大
慶
は
四
年
綴
績
し
て
居
る
か
ら
、
人
慶
元
年
は
宋
紹
興
十
四
年

で
あ
る
◎
然
る
に
第
二
式
に
擦
れ
ば
夏
國
傳
仁
孝
の
條
に
紹
興
十
三
年
を
以
て
入
慶
改
元
の
年
と
聾
し
て
居
る
。
叢
に

第
一
式
と
第
二
式
と
の
間
に
一
年
談
差
を
生
乃
て
居
る
。

　
次
に
天
盛
元
年
を
稽
ふ
る
に
、
第
一
式
に
曲
れ
ば
、
入
慶
は
五
年
綴
綾
し
て
居
か
ら
、
天
盛
元
年
は
正
に
紹
興
十
九

年
で
あ
る
。
然
る
に
第
二
式
に
從
へ
ば
、
夏
蝉
傳
仁
孝
の
釜
中
に
紹
興
十
七
年
を
以
て
天
盛
改
元
の
年
と
定
め
て
居
る
。

故
に
蕪
に
於
て
爾
者
は
二
年
の
誤
差
を
生
じ
て
居
る
。

　
最
後
の
、
乾
肺
元
年
に
署
し
て
見
れ
ば
、
第
一
式
に
擦
る
と
天
盛
は
二
十
一
年
間
綴
堕
し
て
居
る
か
ら
、
乾
訪
元
年

は
正
に
重
工
年
に
相
魅
す
・
。
然
・
に
第
二
式
に
從
疲
夏
國
傳
仁
孝
條
中
に
薯
四
年
を
以
て
藷
改
元
の
年
働

と
し
て
居
る
。
而
し
て
、
こ
、
に
第
一
式
と
第
こ
式
と
の
間
に
二
年
の
談
差
が
存
歯
し
、
途
に
第
二
式
は
第
｝
或
に
比

し
て
、
乾
砧
の
年
数
が
二
年
塘
加
し
、
二
十
六
年
と
成
っ
て
居
る
。

、
屍
斑
に
表
示
せ
る
如
く
、
’
宋
史
夏
國
傳
第
【
式
、
第
二
式
の
爾
紀
年
に
重
し
、
銭
玄
理
史
拾
遺
、
沈
氏
二
十
一
史
世

譜
は
全
く
第
二
式
を
探
っ
て
居
る
。
之
に
策
し
て
、
張
氏
西
夏
紀
事
本
末
．
戴
氏
西
夏
紀
は
共
に
第
一
式
に
擦
っ
て
居

る
が
、
西
夏
紀
を
除
く
他
の
三
者
は
盤
く
排
列
を
誤
れ
る
も
の
で
あ
る
。
樹
李
氏
紀
元
編
、
張
氏
欧
亜
紀
元
合
表
は
第

一
式
第
二
式
の
何
れ
に
も
属
し
て
居
な
い
か
ら
批
剣
の
限
り
で
は
な
い
。
殊
に
乾
砧
改
元
の
年
に
就
て
は
、
西
夏
紀
を

除
く
他
の
五
者
は
悉
く
…
排
列
を
誤
れ
る
も
の
と
せ
ね
ば
な
ち
ぬ
。
殊
に
紀
元
編
、
欧
亜
紀
元
合
表
の
如
き
は
最
も
そ
の



甚
だ
し
き
も
の
で
あ
り
、
西
夏
台
墨
本
末
は
全
く
そ
の
要
旨
が
不
鮮
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
四
）
、
大
慶
四
年
の
半
在
i
乾
訪
二
十
五
、
二
十
六
年
の
不
存
立
…
天
盛
元
年
の
確
定

　
以
上
は
第
一
式
、
第
二
式
の
二
襟
の
紀
年
に
就
て
、
夫
々
相
違
せ
る
改
元
年
を
一
　
指
摘
し
た
に
遇
ぎ
な
い
が
、
今

よ
り
第
一
式
の
紀
年
を
是
非
正
當
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
を
論
号
し
て
見
誓
い
。
其
は
第
二
号
の
紀
年
系
列
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

在
っ
て
は
、
實
在
し
得
な
い
大
慶
四
年
の
確
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
慶
四
年
の
西
夏
官
印
の
登
見
は
之
を
讃
す
る
に

十
分
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
第
二
は
西
夏
乾
蕨
二
十
年
歳
次
早
撃
な
る
践
あ
る
西
夏
佛
典
の
嚢
見
で
あ
る
。
之
に
糠
れ
ば
翼
翼
二
十
年
己
酉
の
年

は
宋
淳
煕
十
六
年
己
酉
に
相
馴
し
、
之
に
よ
り
、
干
支
を
基
準
に
乾
藤
元
年
を
繰
れ
ば
、
宋
雪
道
六
年
庚
寅
に
蹴
る
。

乾
薄
薄
架
乾
塗
総
総
に
當
・
な
ら
嘆
仁
孝
の
裏
年
翼
四
舞
誓
卑
語
＋
四
年
で
あ
・
・
從
っ
て
乾

葉
二
十
五
年
、
二
十
六
年
の
介
在
す
る
石
地
は
な
い
。
故
に
第
二
式
の
紀
年
は
夏
國
傳
が
改
元
の
記
を
誤
れ
る
に
よ
り

薄
因
せ
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
爾
天
盛
年
間
の
紀
年
系
列
に
就
い
て
も
、
第
二
式
の
誤
謬
を
訂
正
す
る
に
十
分
な
慧
標
を
提
出
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

・
天
盛
辛
残
年
（
三
年
）
、
天
盛
半
年
（
六
年
甲
戌
）
の
爾
官
印
の
登
見
で
あ
る
。
之
を
宋
の
年
號
に
て
串
せ
ば
紹
興
二
十
唄

年
辛
未
、
同
二
十
四
年
甲
戌
に
相
堕
す
る
。
こ
の
干
支
に
蝶
っ
て
天
盛
元
年
を
繰
れ
ば
正
に
紹
興
十
九
年
半
巳
に
相
當

し
、
第
二
式
の
紹
興
＋
七
年
説
は
明
に
誤
謬
な
り
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
四
四
九

（57）



　
　
酉
夏
紀
年
考
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
四
五
〇

最
後
に
唯
一
言
附
加
し
て
置
き
た
い
の
は
、
序
説
に
於
て
一
言
し
た
如
く
，
羅
氏
西
夏
宮
印
集
存
の
序
は
、
夏
紀
元
を
考
訂
せ
る
最

初
の
合
理
的
研
究
で
あ
る
と
言
っ
た
。
然
る
に
、
左
の
如
き
何
と
し
て
も
諒
解
に
怨
む
鮎
を
少
か
ら
ず
獲
署
す
る
。

一
、
宋
史
載
乾
年
下
二
十
三
年
而
半
価
則
有
二
十
四
年
◎
と
云
へ
る
も
宋
史
は
乾
砧
二
十
三
年
を
以
て
止
め
て
居
な
い
。

一
，
乾
順
時
代
に
於
て
夏
國
徳
は
正
徳
、
大
徳
以
外
の
改
元
を
記
し
て
居
な
い
に
も
拘
ら
す
「
宋
史
穰
貞
観
元
年
當
尊
崇
富
元
年
壬
午
」

　
　
と
甑
櫓
し
濯
人
「
宋
史
則
天
砧
民
安
｝
兀
年
巻
田
宋
一
兀
齢
鵬
六
年
刷
出
小
。
」
と
一
云
ふ
〇

一
、
夏
に
「
宋
史
記
乾
砧
改
元
當
宋
乾
道
七
年
辛
卯
」
と
労
す
る
も
夏
國
傳
は
乾
道
四
年
の
條
下
に
改
元
の
こ
と
を
記
し
て
居
る
。
乾
道

　
　
七
年
に
夏
の
改
元
を
言
へ
る
如
き
こ
と
宋
史
、
本
紀
、
夏
謎
解
共
に
嚢
慰
し
得
な
い
。
羅
氏
恐
ら
く
紀
元
編
の
類
に
盲
從
せ
る
も

　
　
の
か
。

θり

k
李
國
立
圃
書
館
々
刊
第
四
巷
第
三
號
西
夏
丈
專
號

　
羅
編
戊
氏

②
露
國
コ
ズ
ロ
フ
氏
黒
城
に
て
獲
る
膀
の
佛
典
の
駿
文

・
○
大
方
廣
佛
華
厳
普
賢
行
願
品
　
大
夏
乾
砧
二
十
年
歳
次
己
断
三
月
十
五
日
云
云
。

　
O
金
剛
般
若
波
羅
密
謹
　
　
　
　
大
夏
乾
砧
二
十
年
歳
次
己
酉
三
月
十
五
日
云
云
。

　
右
の
二
者
に
H
擁
壁
a
途
団
暮
5
一
お
お
犀
に
℃
。
厳
9
氏
の
紹
介
さ
れ
糞
も
の
で
あ
ろ
。
西
夏
丈
專
號
に
て
羅
身
長
氏
も
韓
隣
し
て
居
ろ
。

　
○
観
彌
勒
上
生
兜
寧
天
経
　
　
　
乾
砧
己
断
二
十
年
九
月
十
五
口
云
云
。

　
右
の
一
つ
に
べ
リ
ョ
氏
の
紹
介
ぜ
ろ
も
の
・
中
に
に
載
録
さ
れ
て
居
な
い
。
一
九
一
一
、
三
男
誌
上
に
糞
表
ざ
れ
六
も
の
で
あ
る
。
西
夏
文
專
號
に
て

　
向
達
氏
に
之
為
紹
介
し
て
居
る
。

勘
羅
氏
、
西
憂
官
印
集
存
。
十
九
天
盛
辛
未
年
。
二
十
二
天
盛
戊
年
。
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